
○　本校の概要 令和8年3月6日

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が６０％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

Ｄ
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「SDGｓ」をテーマにした
探究的な学習を通し
て、持続可能な社会の
創り手として、地域愛を
育み、地球規模の課題
に向き合う国際協力へ
の意識を高め、地域の
一員としての貢献意識
をもつ児童の割合

外部人材（ゲスト・
ティーチャー）の特別授
業を受けて、自己をアッ
プデートする“学びに向
かう力”を身に付けるこ
とができたと回答した児
童の割合

個
別
目
標
１

予
測
困
難
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未
来
社
会
を
創
造
的
に

生
き
る
力
を
育
成
し
ま
す

英語での実践的
なコミュニケー
ション能力を高め
るとともに、我が
国や郷土の伝統
文化に触れ、尊
重する心や、協
力していく態度を
育成します。ま
た、国際社会・地
域社会に関心を
もち、持続可能な
社会を形成して
いく態度を形成し
ます。

個
別
目
標
２

世
界
と
つ
な
が
る
国
際
都
市

お
お
た
を
担
う
人
材
を
育
成
し
ま
す

児童・生徒が豊
かな人生を生き
ていく上で基礎と
なる力として、豊
かな心や確かな
学力、健やかな
体を育成します。
また、乳幼児期
から中学校まで
の一貫性のある
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
３

一
人
ひ
と
り
が
個
性
と
能
力
を
発
揮
す
る

た
め
の
基
礎
と
な
る
力
を
育
成
し
ま
す

素晴らしいですね。学ぶことの楽しさを知ることは、一生の宝と
なります。
新しい取組に率先して挑戦しており、タブレット端末の活用など
不確実性の高い世の中・未来を生きていくこどもたちにとって
「生きた学び」になると信じています。

地球人として大事な精神だと思います。これを理解し、未来に
つなげていく人間となってほしいと願っています。ゲストティー
チャーでは、この地域（新井宿）や区内の人材を招いた特別授
業を取り入れるなど地域を大切にする姿勢に、こどもたちの地
域愛・郷土愛が育まれていると感じます。

諸先輩の生の声を聞くことほど貴重な時間はありません。期待
しています。
多才なゲストティーチャーを招いて行う授業は、素晴らしいと思
います。特に各分野のプロフェッショナルの方の話は、その分
野だけでなく、こどもたちにとって未来を生きるための道標と
なっていると思います。また、地域の文化や人の繋がりを大事
にしている姿勢には、好感がもてます。

一斉指導からの脱却と
個別最適な学習の場づ
くりを図り、問題解決学
習を中心に据えた児童
の主体性を生み出す。
自由進度学習や自己調
整学習、グループ学習
等の多様な形態での学
習により、学ぶことが楽
しいと感じる児童の割
合

４：

90%

３：

80%

２：

70%

１：

60%

４：

90%
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4

児童が「自ら学びたい」と思い、進めて
いける学習指導に展開してきた。導入
時における動機付けを行い、自己調
整学習への転換を図ってきた。そうし
た学習スタイルが楽しいと感じる児童
が９０％を越えている。今後も継続し
ていく。

３年生以上は校外学習を含めた総合
的な学習の時間での学びでＳＤＧｓに
興味をもち、理解を深めた。そのため
９０％の肯定的回答であった。低学年
は地域との関わりが３学期になること
もあり、６０％程度であった。
このテーマは、今後の地球規模での
課題となることから継続して学びを深
めていく。

3

各学級１０人以上、２０時間以上のゲ
ストティーチャーによる特別授業の実
施を目標に取り組んできた。数字的に
はクリアできているので、児童は生き
方に対する刺激を受けている。今後、
それを充実させるためには、ただの
「特別」にはさせず、キャリア教育の中
での位置付けを確かなものとしてい
く。

4

２：

70%

１：

60%

４：

90%

成果
評価

令和７年度　大田区立入新井第四小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

○学校規模（児童数３６１名、学級数１２学級、教員数１６名）
○今年度の研究：教師の授業力向上　　「児童を『自ら学びをデザインし自立した学習者』に導く教員の育成」　～TeacherからGeneratorへの転換～
○特色ある教育活動
　・「未来志向の児童の育成」・・・学習用端末を活用したノートづくりや共同作業を学習に取り入れるとともにデジタルを活用した児童が主語となる学習の場づくりをはじめ自立した学習者を育てる教育環境の整備に努め、未来を担う児童を育成する。
　・「本物志向の学校づくり」・・・・児童が達成感や充実感を味わう価値ある体験活動を取り入れた教育活動を展開し、「できた」「分かった」「すごい」と感じる「心」が動く授業を実現する。

学校関係者記入欄

9

Ｃ

３：

80%

目標に対する成果指標

9

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4
③体育や保健体育の授業など様々な機会
を通して、健康教育や食育を推進し、基本
的な生活習慣の確立を図っている。

2

Ｄ

①道徳科を中心とした各教科等での学習
などを通じて継続的に道徳教育を実施し、
豊かな情操や道徳心の育成を図っている。

②学習習熟度に応じた指導や個に応じた
学習支援、各種検定の実施を通して、すべ
てのこどもに確かな学力の育成を図ってい
る。

③現代社会における地球規模の課題を自
分事として捉え、その解決に向けて考え、
行動する力の育成を図っている。

④乳幼児期から中学校まで円滑な接続を
行うため、保幼小の連携や小中一貫の視
点に立った教育を行っている。

方向性 取組指標

①STEAM教育等の教科等横断的な学び
や科学教育を推進し、課題解決力や新た
な価値を創造する力の育成を図っている。

①外国語教育指導員の活用などにより、
英語に慣れ親しみながら会話をする機会
を増やし、英語力やコミュニケーション能力
の向上、豊かな国際感覚の育成を図って
いる。

②我が国や郷土の伝統や文化の学習、人
権教育を推進し、自分とは異なる文化や価
値観をもつ相手を理解し、互いに尊重し合
う心の育成を図っている。

社会の様々な課
題を自分事として
捉え、主体的に
考え、他者と協
働し、問題解決し
ていく意欲や、予
測困難な未来社
会を切り拓いて
いくために重要な
創造力や課題解
決力、情報活用
能力を育成しま
す。

3

3

4

③情報技術を適切に活用した授業の実施
を通して、情報活用能力の育成を図ってい
る。

3

②学校内外での様々な体験活動や自己評
価する習慣づくりを推進し、自ら考え判断
する力や、他者と協働していく力の育成を
図っている。

3

3

３：

80%

3

２：

70%

１：

60%



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむね高まっている」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむね高まっている」と
回答した。

２：60％以上80％未満が「おおむね高まっている」と回
答した。

１：「おおむね高まっている」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「組織的な対応ができた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満の教員が回答した。

２：60％以上80％未満の教員が回答した。

１：「組織的な対応ができた」と回答した教員が60％未
満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：80％以上100％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

２：60％以上80％未満が「おおむねできた」と回答し
た。

１：「おおむねできた」と回答した教員が60％未満で
あった。

児童は低学年の時期からタブレット端
末を使用する機会が増え、活用能力
が上がった。今後は、タブレット端末を
含めたＩＣＴ機器の有効活用をすること
によって、より情報活用能力を高めて
いく。

4

PTAや地域のイベント等にも足を運んでくださり、地域の一員と
して、地域とともにある学校の姿勢が感じられます。
とても良いことですね。２１世紀という時代なので、仕方ないと思
う一方でタブレットがなくても思考できる人間になってほしいで
す。
とにかくホームページの更新が凄い。すでに３００回以上の更
新があり、学校でのこどもたちの様子がよく分かる。

便利な世の中になったと思います。こうした中でも血の通った生
の言葉が満ちていると良いですね。
スクールサポートいりしやPTAの活動を通してたボランティア
は、のべ１０００人以上になり、充実している。

「教える」ことは難しいことだと思います。こどもたちの言葉、表
情から「教えられる」ことも多いはずです。それを学んでいって
ほしいです。
学校公開での様子を見ていると、こどもたちも生き生きと学んで
いる様子が見られます。こうした取組をこれからも続けていって
ほしいと思います。

旧来型の「教える・教わる」の授業で
はなく「（児童が）学び、（教師が）支え
る」という新しいスタイルに転換してい
る。教員の意識改革を図るために都
の統括指導主事による講話や区の専
門アドバイザーからの研修を年間５回
実施した。方向転換を図れているの
で、今後の充実のために次年度は重
点教科を絞り、全教員で学んでいく。

3

とても大事なことですね。年齢に限らず、ささやかな経験が人生
を支え、豊かにすることがあるのです。

昨年度からスクールカウンセラーによ
る全員面談を３年生以上にしたこと
で、児童のメンタル面のケアとともに
相談しやすい環境をつくった。また体
験活動を多く取り入れ、成功体験の中
での自尊感情の醸成に努めた。クラブ
活動および委員会活動の在り方を見
直し、特別活動の充実を図り児童の
自主的・自発的な自治を大切にする。

4

Ｂ

１：

60%

学校施設につい
て、ICT環境等の
教育環境の整備
を推進するととも
に、児童・生徒の
安全・安心を向
上させるための
教育を推進しま
す。

個
別
目
標
６

柔
軟
で
創
造
的
な
学
習
空
間
と
安
全
・

安
心
な
教
育
環
境
を
つ
く
り
ま
す
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『児童を「自ら学びをデ
ザインし自立した学習
者」に導く教員の育成』
～Teacherから
Generatorへの転換～
をテーマに児童が主語
となる授業づくりへの指
導観の転換を図り、新
たな学習スタイルの確
立へ向けた実践を取り
組もうした教員の割合

２：

70%

１：

60%

スクールカウンセラーに
おける３年生以上の全
員面談、様々な活動を
充実させ、成功体験を
通して、自尊感情を育
てることにより「やれ
ば、できる」という努力
の価値を感じた児童の
割合

４：

90%

１：

60%

個
別
目
標
５

自
分
ら
し
く
い
き
い
き
と
生
き
る

た
め
の
学
び
を
支
援
し
ま
す

困難のある児童・
生徒一人ひとり
の状況にあわせ
て教育環境を整
えるとともに、相
談機能の充実を
図ることで、すべ
ての児童・生徒
が自分らしくいき
いきと生きるため
の学びを支援し
ます。

４：

90%

タブレット端末を使用し
た学習環境、校内掲示
物の充実を図り、学校
で楽しく学習できると回
答した児童の割合

校内研究等の
OJTの充実を通
して、教師の授
業力を向上させ
ます。また、質の
高い教育を実現
するため、学校
の組織的な運営
力を向上します。
あわせて、教師
がやりがいをもっ
て働くことができ
る魅力的な環境
づくりを進めま
す。

個
別
目
標
４

学
校
力
・
教
師
力
を
向
上
さ
せ
ま
す

２：

70%

３：

80%

３：

80%

４：

90%

③家庭教育に関する情報の発信やPTAな
どと連携した講演会・学習会、またはその
双方を実施している。

②登下校の見守り活動等の、児童・生徒の
健全育成や安全指導に係る取組を地域の
協力により実施している。

２：

70%

①「地域コミュニティの核としての学校づく
り」を目指して地域と学校が連携・協働した
様々な活動を実施している。

4

個
別
目
標
７

学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
・
協
働
に
よ
る

地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
の
核
と
し
て
の

学
校
を
つ
く
り
ま
す

地域コミュニティ
の核としての学
校づくりや地域の
特色を生かした
学校づくりを進め
るとともに、学校・
家庭・地域が連
携・協働して、地
域社会全体でこ
どもたちを育成し
ます。

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。
○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

Ａ 9

Ｃ

①児童・生徒一人ひとりの可能性を引き出
す個別最適な学びと協働的な学びの一体
的な充実の視点による授業改善を行って
いる。

②教職員がそれぞれの専門性を生かした
り、地域の特色を生かしたりして教育活動
を行っている。

②避難訓練や安全指導日などを通して、
危険や災害に対する教育を関係機関と連
携しながら進めている。

①学校や地域の伝統・特色や、安心・安全
な学校生活づくりを踏まえて、学習環境を
整備している。

②学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見、早期対応等の
ための組織的な対応を実施している。

4

③教職員の業務適正化等に取り組み、児
童・生徒に教員が向き合う時間を確保する
等、ウェルビーイングを高める取組を行っ
ている。

①インクルーシブ教育システムの構築に向
けて、教員の資質・能力の向上や校内にお
ける支援体制の充実、特別支援教室巡回
指導教員との連携等を行っている。

③スクールカウンセラーやスクールソー
シャルワーカーとの連携等、児童・生徒・保
護者が相談しやすい環境を整備し、一人
ひとりの能力や可能性を最大限に伸ばす
ことを意図した指導や支援を行っている。

3

4

3

4

Ｂ

分かりやすい学校便
り、ホームページの100
回更新、「まなびポケッ
ト」を活用した電子書類
配信を通したり、地域行
事との連携を図ったり
する中で、学校と地域・
保護者との連携が深
まったと回答した保護

者の割合

今年度もホームページの更新は300
回を越え、保護者からも高い評価を得
ている。また電子書類配信も２年目と
なり、日常のものとなっていっている。
今年度よりコミュニティスクールとして
スタートしたので、「地域の中の学校」
として地域との交流を増やしていく。

Ｄ

Ｃ

Ｃ

4

3

３：

80%

Ｂ

4

3

3

Ｃ

４：

90%

３：

80%

２：

70%

Ｄ

Ａ 9

１：

60%

Ｄ

Ａ 9


